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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
濾過材ボックス付きマスクにおいて、１つのケース体と該ケース体の開口部に接合された
１つ以上の濾過材ボックスを包含し、
当該濾過材ボックス３１は、当該ケース体３０側から順に、ボックス体パネル３１１、濾
過網３１４、活性炭３１６、ハニーコア３１３、活性炭３１６、濾過網３１５、前パネル
３１２が積層されており、
当該活性炭３１６は当該ハニーコア３１３の多数の芯穴３１３１内に充填されており、
当該ケース体は１枚の非通気材料で製作され、このケース体には１個以上の開口部を設け
、このケース体内面には１つの凹形空間が形成されており、
当該ケース体内面には各種形状の凸出面のある立体マスクを接合し、このケース体内面と
この立体マスクの凸出面の間には空間が形成されていることを特徴とする濾過材ボックス
付きマスク。
【請求項２】
請求項１記載の濾過材ボックス付きマスクにおいて、当該ケース体に２つの開口部が設け
られ、各開口部には１つの濾過材ボックスを接合することを特徴とする濾過材ボックス付
きマスク。
【請求項３】
請求項１記載の濾過材ボックス付きマスクにおいて、当該濾過材ボックスのボックス体パ
ネルには多数の通気穴を設け、この濾過材ボックスの前パネルにも多数の通気穴を設ける
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ことを特徴とする濾過材ボックス付きマスク。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は一種の濾過材ボックス付きマスク、濾過材ボックスで濾過された浄化空気の通
気面積を拡大することにより圧力を減少させ、使用者は本発明の濾過材ボックス付きマス
クを長時間かけることができ、呼吸には比較的苦労しない。
【背景技術】
【０００２】
　一般的に活性炭濾過層を有するマスクは、図１に示す特許文献１の微粒状吸着剤を持つ
マスク(MOLDED RESPIRATOR CONTAINING SORBENT PARTICLES)のように、その微粒吸着剤(
一般的に活性炭を採用)１１を織物１上に付着させる。織物１の単位面積に粘着する微粒
吸着剤１１の数量には限りがあるため、容易に飽和または失効し、長時間マスクをかける
必要のある労働者の要求を満足することはできない。従って、関連業者はこれら消費者(
ユーザ)に提供するものの多くが図２、３に示すように、濾過缶２０を持つマスク２は、
マスク２に付属する濾過缶２０に多数の濾過材２１を装填し、人体に有害な有機気体を有
効に濾過し、菌抑制効果の実現、及び異臭の除去、また有効濾過の使用時間を延長するこ
とを意図している。
【０００３】
【特許文献１】米国特許第６,２３４,１７１明細書
【０００４】
　しかし、この種の周知の濾過缶２０を持つマスク２は、その通気範囲はこの濾過缶２０
の口径２０１の大小に制限されるため、ユーザが長時間使用すると、呼吸が容易でない感
覚を常に持つ外に、その濾過缶２０に装填した多数の微粒状濾過材２１が、重力の作用に
より、上微粒状濾過材層２１１から下微粒状濾過材層２１２、２１３へ向かって徐々に圧
力差が増大する現象が自然に形成される。従って、この濾過缶２０内を流れる濾過空気は
、圧力が最小で、通気度が最大で、最も密度の低い上濾過材層２１１の間に習慣的経路２
２を形成し、即ち、濾過缶２０内を流れる濾過空気は圧力が最小で、通気度が最大で、最
も密度の低い上濾過材層２１１の間に形成された習慣的経路２２だけに流通し、かつ習慣
的経路２２の流通に限定される可能性がある；この濾過缶２０内の上微粒状濾過材層２１
１以外の、他の多数の下微粒状濾過材層２１２、２１３が、空気濾過の機能を発揮するこ
とは明らかに難しい。従って、この濾過缶２０における有効濾過体積は極小化され、当該
マスク２の使用寿命を縮めることになる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の主要目的は、マスクに吸入された空気が、濾過材ボックス内の微粒状充填材の
間に習慣的な経路を形成することを防止できる、濾過材ボックス付きマスクを提供するこ
とにある。本発明の次の目的は、濾過材ボックス内に多数の微粒状の充填濾過材を均等に
配置できる濾過材ボックス付きマスクの提供にある。
【０００６】
　本発明の他の目的は、マスクの濾過材ボックス内にハニーコア或いは定位合板を設けて
、充填濾過材を均等に配置できる、濾過材ボックス付きのマスクの提供である。　
【０００７】
　本発明のもう一つの目的は、マスクのケース体内面に形成される凹形空間を利用して、
ケース体内面及びマスク使用者の口と鼻の間に適切な空間を確保し、濾過材ボックスで濾
過された浄化空気の通気面積を拡大することにより圧力を減少させ、使用者は本発明の濾
過材ボックス付きマスクを長時間かけることができ、呼吸には比較的苦労しない濾過材ボ
ックス付きマスクの提供にある。
【課題を解決するための手段】
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【０００８】
　本発明は、請求項１に記載するように、
濾過材ボックス付きマスクにおいて、１つのケース体と該ケース体の開口部に接合された
１つ以上の濾過材ボックスを包含し、
当該濾過材ボックス３１は、当該ケース体３０側から順に、ボックス体パネル３１１、濾
過網３１４、活性炭３１６、ハニーコア３１３、活性炭３１６、濾過網３１５、前パネル
３１２が積層されており、
当該活性炭３１６は当該ハニーコア３１３の多数の芯穴３１３１内に充填されており、
当該ケース体は１枚の非通気材料で製作され、このケース体には１個以上の開口部を設け
、このケース体内面には１つの凹形空間が形成されており、
当該ケース体内面には各種形状の凸出面のある立体マスクを接合し、このケース体内面と
この立体マスクの凸出面の間には空間が形成されていることを特徴とする。
　また、請求項２に記載するように、請求項１記載の濾過材ボックス付きマスクにおいて
、当該ケース体に２つの開口部が設けられ、各開口部には１つの濾過材ボックスを接合す
ることを特徴とする。
　また、請求項３に記載するように、請求項１記載の濾過材ボックス付きマスクにおいて
、当該濾過材ボックスのボックス体パネルには多数の通気穴を設け、この濾過材ボックス
の前パネルにも多数の通気穴を設けることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明は濾過材ボックス付きマスクを提供する。これには１つのケース体及び１個以上
の濾過材ボックスを含む；この中のケース体は１枚以上の非通気材料から生成され、この
ケース体には１つ以上の開口部があり、ケース体内面には凹形空間が形成され、ケース体
の各開口部は１つの濾過材ボックスが接合される；この中の濾過材ボックスのボックス体
パネルと前パネルはそれぞれ多数の通気穴が設けられ、この濾過材ボックス内にはハニー
コアまたは２枚以上の定位合板及び多数の微粒状の充填濾過材を持つ。この濾過材ボック
スは内に設けられたハニーコアまたは定位合板を利用して多数の微粒状の充填材を均等に
配置し、マスクに吸入された空気が、濾過材ボックス内の微粒状充填材の間に習慣的な経
路を形成することを防止し、濾過材ボックス内の微粒状の充填濾過材に吸入空気の濾過機
能を均しく発揮させ、マスクの使用寿命を延ばす；またケース体内面に形成される凹形空
間を利用して、ケース体内面及びマスク使用者の口と鼻の間に適切な空間を確保し、濾過
材ボックスで濾過された浄化空気の通気面積を拡大することにより圧力を減少させ、使用
者は本発明の濾過材ボックス付きマスクを長時間かけることができ、呼吸には比較的苦労
しない。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　実施例１：
図４-６に示すように、本発明実施例１の濾過材ボックス付きマスク３は、１つのケース
体３０及び１つの濾過材ボックス３１を含む；この中のケース体３０は、１枚の非通気材
料から製造され、このケース体３０には１つの開口部３０１があり、このケース体３０の
内面には凹形空間３０２が形成される；この中の濾過材ボックス３１はケース体３０の開
口部３０１内に接合される。この濾過材ボックス３１は、１つのボックス体パネル３１１
、１つの前パネル３１２、１つのハニーコア３１３、２枚の濾過網３１４、３１５及び多
数の活性炭３１６を含む。この濾過材ボックス３１のボックス体パネル３１１には多数の
通気穴３１１１が設けられており、この濾過材ボックス３１の前パネル３１２には多数の
通気穴３１２１があり、この濾過材ボックス３１の多数の活性炭３１６はハニーコア３１
３の多数の芯穴３１３１内に均しく充填される。この濾過材ボックス３１はハニーコア３
１３の多数の芯穴３１３１を利用して、多数の活性炭３１６を均しく定位付け、各芯穴３
１３１内の多数の活性炭３１６は重力の影響で大きな圧力差が生じることがなく、濾過材
ボックス付きマスク３で吸入した空気は、ハニーコア３１３の多数の芯穴３１３１内の多
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数の活性炭３１６間を均しく流通することが可能である。習慣性の経路が形成されること
もなく、ハニーコア３１３の多数の芯穴３１３１内に均等に充填された多数の活性炭３１
６は、吸入した空気の濾過機能を均しく発揮でき、濾過材ボックス付きマスク３の使用寿
命を増加させる；本発明の実施例１の濾過材ボックス付きマスク３のケース体３０の内面
には凹形空間３０２が形成され、ケース体３０内面及びマスク使用者の口と鼻の間に適切
な空間を確保し、濾過材ボックス３１で濾過された浄化空気の通気面積を拡大することに
より圧力を減少させ、使用者は本発明実施例１の濾過材ボックス付きマスク３を長時間か
けることができ、呼吸には比較的苦労しない。
【００１１】
　実施例２：
　図７-９に示すように、本発明実施例２の濾過材ボックス付きマスク４は、１つの立体
マスク４０を１つの濾過材マスク５０に接合した構成である；この中の立体マスク４０は
１つの通気材料から製造され、立体マスク４０の外面には１つの凸出面４１が形成される
；この中の濾過材マスク５０は１つのケース体５１と１つの濾過材ボックス５２を含み、
このケース体５１は１枚の非通気材料から製作され、ケース体５１には１つの開口部５１
１が設けられる。ケース体５１の内面には１つの凹形空間５１２が形成され、ケース体５
１の内面に形成される凹形空間５１２は立体マスク４０外面に形成される凸出面４１より
大きく、ケース体５１内面の縁と立体マスク４０の外面縁は接合できる。ケース体５１内
面の縁と立体マスク４０外面の縁を接合後、ケース体５１内面に形成される凹形空間５１
２は立体マスク４０外面に形成される凸出面４１より大きいため、ケース体５１内面と立
体マスク４０の凸出面４１の間に凹形空間５１３が形成され、この凹形空間５１３はケー
ス体５１内面に形成される凹形空間５１２よりやや小さい；この濾過材ボックス５２はケ
ース体５１の開口部５１１内縁に接合され、濾過材ボックス５２のボックス体パネル５２
１には多数の通気穴５２１０が設けられ、濾過材ボックス５２の前パネル５２２にも多数
の通気穴５２２０が設けられる。濾過材ボックス５２内には３枚の定位合板５２３、５２
４、５２５及び多数の活性炭５２６を持つ。濾過材ボックス５２内の３枚の定位合板５２
３、５２４、５２５は通気可能繊維布であり、濾過材ボックス５２内に設けられる３枚の
定位合板５２３、５２４、５２５は多数の活性炭５２６を挟み込んで配置し、上層の多数
の活性炭５２６が下層の多数の活性炭５２６に押して落ちることを防ぐ。上、下層の多数
の活性炭５２６の密度を均等にして圧力差をなくし、吸入した空気が、濾過材ボックス５
２内の上層の多数の活性炭５２６間に習慣的な経路を形成することを防止し、濾過材ボッ
クス５２内の多数の活性炭５２６の吸入空気の濾過を均しく発揮させ、本発明の実施例２
の濾過材ボックス付きマスク４の使用寿命を延ばす；本発明の実施例２の濾過材ボックス
付きマスク４は、ケース体５１内面と立体マスク４０の凸出面４１間に凹形の空間５１３
を形成し、濾過材ボックス５２で濾過された浄化空気の通気面積を拡大することにより圧
力を減少させ、使用者は本発明実施例２の濾過材ボックス付きマスク４を長時間かけるこ
とができ、呼吸には比較的苦労しない。
【００１２】
　実施例３：
図１０-１２に示すように、本発明実施例３の濾過材ボックス付きマスク７は、１つの立
体マスク７０を１つの濾過材マスク８０に接合したものである；この立体マスク７０は１
枚の通気材料から製作され、立体マスク７０の外面には１つの凸出面７１が形成される；
この中の濾過材マスク８０は１つのケース体８１と２つの濾過材ボックス８２、８３を含
み、このケース体８１は２枚の非通気の材料から製造される。このケース体８１には上、
下の２つの開口部８１１、８１２を設け、この濾過材マスク８０のケース体８１に設けら
れる上、下の２つの開口部８１１、８１２の形状は同等である；このケース体８１の内面
には１つの凹形空間８１３が形成され、ケース体８１の内面に形成される凹形空間８１３
は立体マスク７０の外面に形成される凸出面７１より大きく、ケース体８１内面縁と立体
マスク７０の外面縁は接合できる。ケース体８１内面縁と立体マスク７０の外面縁を接合
後、ケース体８１内面に形成されうる凹形空間８１３は立体マスク７０外面に形成される
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凸出面７１より大きいため、ケース体８１内面と立体マスク７０の凸出面７１の間に１つ
の凹形空間８１４が形成され、この凹形空間８１４はケース体８１内面に形成される凹形
空間８１３よりやや小さい；この中の２つの濾過材ボックス８２、８３の構造と形状は何
れも同等であり、濾過材ボックス８２は濾過材マスク８０のケース体８１に設けられた上
開口部８１１内縁に接合され、濾過材ボックス８３は濾過材マスク８０のケース体８１に
設けられた下開口部８１２内縁に接合される；濾過材ボックス８２のボックス体パネル８
２１には多数の通気穴８２１０を設け、濾過材ボックス８２の前パネル８２２には多数の
通気穴８２２０を設け、濾過材ボックス９０内に２枚の定位合板８２３、８２４と多数の
活性炭８２５を持つ；濾過材ボックス８３のボックス体パネル８３１には多数の通気穴８
３１０を設け、濾過材ボックス８３の前パネル８３２には多数の通気穴８３２０を設け、
濾過材ボックス８３内には２枚の定位合板８３３、８３４と多数の活性炭８３５を持つ；
この中の濾過材ボックス８２は内に設けられた２枚の合板８２３、８２４を利用して多数
の活性炭８２５を挟んで配置する。この濾過材ボックス８２内の２枚の定位合板８２３、
８２４は通気可能なスポンジである；この中の濾過材ボックス８３は内に設けられた２枚
の合板８３３、８３４を利用して多数の微粒状の充填濾過材８３５を挟んで配置する。こ
の濾過材ボックス８３内の２枚の定位合板８３３、８３４は通気可能なスポンジである；
図１１に示すように、本創作の実施例３のマスク７は濾過材ボックス８２内に設けられた
２枚の定位合板８２３、８２４を利用して多数の活性炭８２５を挟んで配置し、また濾過
材ボックス８３内に設けられた２枚の定位合板８３３、８３４を利用して多数の活性炭８
３５を挟んで配置し、本発明実施例３の濾過材ボックス付きマスク７に吸入した空気が、
濾過材ボックス８２内の多数の活性炭８２５の間、或いは濾過材ボックス８３内の多数の
活性炭８３５の間に、習慣的経路が形成することを防止する。よって濾過材ボックス８２
内の多数の活性炭８２５と濾過材ボックス８３内の多数の活性炭８３５が均しく吸入空気
の濾過機能を発揮することが可能になり、本発明実施例３の濾過材ボックス付きマスク７
の使用寿命が延びる；本発明実施例３の濾過材ボックス付きマスク７は、ケース体８１内
面と立体マスク７０の凸出面７１の間に形成される凹形空間８１４により、濾過材ボック
ス８２、８３で濾過された浄化空気の通気面積を拡大することにより圧力を低下させ、使
用者は本発明実施例３の濾過材ボックス付きマスク７を長時間かけることができ、呼吸に
は比較的苦労しない。
【００１３】
　上記は本発明の部分的な好ましい実施例に過ぎず、本発明を制限するものではない。本
発明の精神を離れない範囲内において、種種の変形、修飾、及び応用を行うことができる
。例えば、濾過材ボックス内にハニーコアに似た各種の異なる幾何学形状の格状網に、多
数の微粒状の充填濾過材を配置したり、或いは濾過材ボックス内に各種の類似した繊維布
やスポンジ機能の材質の定位合板を設けたり、或いは濾過材ボックス内に各種の異なる幾
何形状で、通気可能で、かつ多数の微粒状の充填濾過材を挟んで配置する定位合板を設け
たり、或いはケース体内面に各種形状の凸出面を持つ立体マスクを接合し、このケース体
内面とこの立体マスクの凸出面の間に各種の幾何形状の空間を形成するなど、どれも本特
許の範囲内に含まれるものである。 
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】特許文献１の微粒状吸着剤を持つマスク(MOLDED RESPIRATOR CONTAINING SORBEN
T PARTICLES)であり、その中の微粒吸着剤(一般的に活性炭を採用)が織物上に付着する表
示図である。
【図２】周知の濾過缶付きマスクの立体表示図である。
【図３】周知の濾過缶付きマスクの断面表示図である。
【図４】本発明の実施例１の濾過材ボックス付きマスクの分解図である。
【図５】本発明の実施例１の濾過材ボックス付きマスクの組み合わせ図である。
【図６】本発明の実施例１の濾過材ボックス付きマスクの断面図である。
【図７】本発明の実施例２の濾過材ボックス付きマスクの分解図である。
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【図８】本発明の実施例２の濾過材ボックス付きマスクの組み合わせ図である。
【図９】本発明の実施例２の濾過材ボックス付きマスクの断面図である。
【図１０】本発明の実施例３の濾過材ボックス付きマスクの分解図である。
【図１１】本発明の実施例３の濾過材ボックス付きマスクの組み合わせ図である。
【図１２】本発明の実施例３の濾過材ボックス付きマスクの断面図である。
【符号の説明】
【００１５】
１　　織物
１１　微粒吸着剤
２、３、４、７　マスク
２０　濾過缶
２０１　濾過缶の口径
２１　多数の微粒状濾過材
２１１　上微粒状濾過材層
２１２、２１３　下微粒状濾過材層
２２　習慣的経路
３０　ケース体
４０、７０　立体マスク
５０、８０　濾過材マスク
５１　濾過材マスクのケース体
３１、５２、８２、８３　濾過材ボックス
３０１　ケース体の開口部
３０２　ケース体の凹形空間
３１１　濾過材ボックスのボックス体パネル
３１２　濾過材ボックスの前パネル
３１１１、３１２１　多数の通気穴
３１３　ハニーコア
３１３１　多数の芯穴
３１４、３１５　濾過網
４１　立体マスクの凸出面
５１１　ケース体の開口部
５１２、５１３、８１３、８１４　凹形空間
５２１　濾過材ボックスのボックス体パネル
５２２　濾過材ボックスの前パネル
５２１０、５２２０、８２１０、８２２０、８３１０、８３２０　多数の通気穴
５２３、５２４、５２５、８２３、８２４、８３３、８３４　定位合板
３１６、５２６、８２５、８３５　多数の活性炭
７１　立体マスクの凸出面
８１　濾過材マスクのケース体
８１１　ケース体の上開口部
８１２　ケース体の下開口部
８２１　濾過材ボックスのボックス体パネル
８２２　濾過材ボックスの前パネル
８３１　濾過材ボックスのボックス体パネル
８３２　濾過材ボックスの前パネル
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